
 
 
 

「今後の有害大気汚染物質の健康リスク 
評価のあり方について」（改定版）に係る 
フロー図 
－指針値設定のための評価値算出の具体的手順のフロー－ 

（動物実験の知見に基づく評価値算出について詳細に表示） 

※「今後の有害大気汚染物質の健康リスク評価のあり方につ

いて」（改定版）の詳細については、本文を参照すること。 

評価値を 
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評価値算出 
１．適切な疫学知見が存在する場合には、これを優先して

評価に使用する。適切な疫学知見が得られない場合に
は、動物実験に基づく評価を検討する。 

２．評価値は発がん性及び発がん性以外の有害性について
算出する。これらがともに算出可能な場合は両者の評
価値を算出する。 

３．一方の有害性に関してのみ、適切な疫学知見が存在す
る場合、他方に関する動物実験に基づく評価値算出の
必要性を十分に吟味し、疫学知見に基づく評価値のみ
を算出するか、両者の評価値を算出するかを決定する。 

定性・定量評価 

（文献の収集・整理） 

発がん性か発がん性

以外の有害性か？ 
発がん性以外 

動物実験の 
知見か？ 

 

Yes 

発がん性知見 

遺伝子障害性 
の有無 

無 

不確実 

両方の方法で算出 

動物実験の 
知見か？ 

有 

不確実 

有 

平均相対リスクモデルに

よるユニットリスク算出 

ベンチマークドース

法による出発点

（POD）濃度算出 

No No 

Yes 

発がん性以外の 
有害性の知見 

動物実験の 
知見か？ 

不確実係数の確認、決定 
（種内差、種間差、LOAEL、データの 

不完全性、曝露期間、曝露経路） 

不確実係数の

積の確認 

影響の重大性に関する 
係数の適用 

（必要な場合のみ） 

NOAEL 等／不確実係数積等 

≦3,000 

＞3,000 

発がん性以外の有害性に 
係る評価値の算出 

No 
発がん性以外の有害性

の動物実験データ 

Yes 

発がん性への 
関与 

人同等濃度への換算 

ユニットリスク算出 

発がん性以外の 
有害性の疫学知見 

閾値のない発がん性に係る評価値（耐容生涯過

剰発がんリスクレベルに相当する濃度）の算出 

閾値のない発が

ん性の疫学知見 
閾値のない 

発がん性の動物

実験データ 

閾値のある発が

ん性の疫学知見 
閾値のある 

発がん性の動物 
実験データ 

不確実係数の確認、決定 
（種内差、種間差、LOAEL、データの 

不完全性、曝露期間、曝露経路） 
 

不確実係数の
積の確認 

影響の重大性に関する 
係数の適用（必要な場合のみ） 

NOAEL 等／不確実係数積等 

 

評価値を 
算出しない 

無 

≦3,000 

＞3,000 

発がん性 

閾値のある発がん性に係る 
評価値の算出 

両方算出された場合に

は低い方の値を採用 

発がん性に係る評価値 

両方算出された場合に

は低い方の値を採用 

指針値の提案 

曝露評価 
大気環境モニタリングデータ 

曝露時間 or 曝露経路の換算 
（必要な場合のみ） 

付属資料４－１ 

適切な知見の抽出 
疫学知見・動物実験 

付属資料１，２ 

 

 

曝露時間 or 曝露経路の換算 
（必要な場合のみ） 

付属資料４－１ 
曝露時間 or 曝露経路の換算 

（必要な場合のみ） 
付属資料４－１ 
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